
 

○
各
部
と
の
連
携
・
文
書
作
成
・
各
種
対
応 

【
事
業
部
】 

 

○
総
会
後
等
の
懇
親
会 

 

○
令
和
４
年
度
帯
広
市
地
域
防
災
訓
練
の
協
力 

 

○
オ
ビ
ヒ
ロ
ホ
コ
テ
ン 

 

○
令
和
４
年
度
帯
広
市
冬
季
防
災
訓
練
の
協
力 

【
研
修
部
】 

 

○
依
頼
が
あ
っ
た
防
災
研
修
等
へ
の
対
応
・ 

事
前
研
修 

 

○
会
員
向
け
の
研
修
会
開
催 

【
広
報
担
当
】 

 

○
「
防
災
か
わ
ら
版
」
の
発
行 

 
 

役
員
紹
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代 

表 
 

 
 

大
塚 

徹 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

副
代
表 

 
 

 

保
前  

明
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

副
代
表
兼
広
報 

谷
口  

榮
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

総
務
部
部
長    

松
浦  

波
雄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

副
部
長    

大
澤  

恵
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

研
修
部
部
長 

 

佐
藤  

春
雄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

副
部
長    

安
岡  

俊
博 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事
業
部
部
長 

 

樋
野  

義
雄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

副
部
長    

久
我  

佳
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
計
監
査 

 
 

丸
山 

貢 

                      
 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

                       
 

丸
山 

貢 
   

末
盛   

真
一 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

今
野  

祐
子 

 

林
原 

秀
則 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

目
黒 

均 
 

沼
田 

秀
実 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

林  

裕
美
子    

安
田   

愛
子 

 
 

と
か
ち
防
災
マ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

２
０
０
８
年
（
平
成
２０
年
）
７
月
３１
日
に 

正
式
に
設
立
さ
れ
て
今
年
で
丸
１４
年
、 

令
和
４
年
度
１５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

令
和
４
年
度 

総
会 

開
催
さ
れ
る 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
や
む
な
く
書
面
開
催
の
経
過
を

経
て
、
７
月
２
日
十
勝
総
合
振
興
局
講
堂
で
３

年
ぶ
り
の
対
面
開
催
を
今
年
度
着
任
さ
れ
た
菊

地
千
尋
主
幹
の
進
行
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

冒
頭
、
挨
拶
に
立
た
れ 

た
大
塚
代
表
は
「
コ
ロ
ナ 

禍
で
は
あ
る
が
防
災
意
識 

の
高
揚
と
地
域
連
携
の
強 

化
、
併
せ
て
会
員
の
ス
キ 

ル
ア
ッ
プ
の
必
要
性
」
を 

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
は
保
前
副
代
表
を
議
長
に
選
出
し
議
題

に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
、「
令
和
３
年
度
事
業
報
告
」
が
総
務

部
、
事
業
部
、
研
修
部
の
順
に
報
告
さ
れ
、
引

き
続
き
「
令
和
３
年
度
収
支
決
算
及
び
会
計
監

査
報
告
」
が
行
わ
れ
た
後
、
全
員
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
「
令
和
４
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）
事

業
計
画
（(

案
）」
が
総
務
部
、
事
業
部
、
研
修

部
の
順
に
、
ま
た
「
令
和
４
年
度
（
２
０
２
２

年
度
）
予
算
（
案
）」
、
並
び
に
広
報
活
動
の
一

環
と
し
て
、「
防
災
か
わ
ら
版
」
を
発
行
す
る

こ
と
が
諮
ら
れ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

「
令
和
４
年
度
事
業
計
画
」 

【
総
務
部
】 

 

○
と
か
ち
防
災
マ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

会
計
事
務
全
般 

 

○
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
参
加 

総
会
と
合
わ
せ
て
防
災
研
修
会
が
開
か
れ
、

当
会
研
修
部
長
の
佐
藤
春
雄
さ
ん
に
講
話
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

「 

講 

演 

」 

「
コ
ロ
ナ
禍
で
Ⅾ

o
は
ぐ
を
行
う
に
は 

～
手
法
の
一
例
～ 

」 
 

佐
藤
春
雄 

研
修
部
長 

 

｜ 

地
域
の
防
災
マ
ス
タ
❘
と
し
て
、
参 

加
者
（
地
域
住
民
・
児
童
・
生
徒
等
）
に
、 

講
演
内
容
や
防
災
情
報 

を
正
し
く
、
分
か
り
や 

す
く
伝
え
る
た
め
に
行 

う
べ
き
事
を
考
え
て
み 

る 

｜ 

と
い
う
観
点 

か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け 

る
避
難
所
運
営
を
考
え 

疑
似
的
に
行
う
「
Ⅾ

o
は
ぐ
」
の
進
め
方
に 

つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
手
法
を
手
順
を 

追
い
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

芽
室
町
で
行
わ
れ
た
避
難
所
開
設
担
当 

部
署
と
危
機
対
策
係
に
保
健
師
を
交
え
た 

開
設
訓
練
の
様
子
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け 

る
避
難
開
設
」
は
ど 

の
よ
う
な
も
の
に
な 

る
の
か
が
臨
場
感
を 

も
っ
て
伝
わ
る
内
容 

で
感
染
症
対
策
に
必 

要
な
ト
リ
ア
ー
ジ
ひ 

と
つ
と
っ
て
も
、
大 

変
な
労
力
が
必
要
な 

運
営
に
な
る
こ
と
が 

示
唆
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 
 

＜防災標語＞ 【  防災・減災で 守れる命 ここにある 】                                
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*  令和４年度 活動実績（7 月～１０月） 

月 日（曜） 活 動 内 容 場     所 マスター数 参加数 

 ７ ２（土） 令和４年度総会 十勝総合振興局講堂 ２３名   － 名 

 ７ ２０（水） 音更小学校「宿泊学習」防災学習  足寄町ネイパル足寄       ４名 ７０名 

 ９ １１（日） オビヒロホコテン 帯広市中心街  １３名 約１００名 

 ９ １４（水） 「おびひろ市民学」防災教室 帯広市立緑丘小学校     １名 ７４名 

  ９ １６（金） 十勝管内女性消防団員研修会 よつ葉アリーナ十勝     ３名 ３２名 

 ９ １８（日） 帯広市地域防災訓練 よつ葉アリーナ十勝     ２名 １００名 

１０ １３（木） 防災講話   自立支援センター       １名 約４０名 

１０ １５（土） 地域防災マスター認定講習会 めむろ駅前プラザ ２名 ３９名 

１０ １７（月） 防災学習 音更町立木野東小学校 ３名 約１００名 

１０ ２７（木） 男女共同参画災害対応ワークショップ とかちプラザ       ５名  － 名 

その他       ＊役員会 ４回開催（ ４月  ５ 月  ８月  １０月 ）   

  

 

 
音更小学校宿泊防災学習 

「DIG」 

「防災ポリ合羽作り」 

 

〈
編
集
後
記
〉 

 

発
足
十
五
年
を
向
か
え
た
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
。
そ
の
間 

誠
に
残
念
な
が
ら
活
動

を
共
に
し
た
方
々
で
ご
逝
去
さ
れ
た
方
が

数
人
お
出
で
で
す
。 

そ
れ
ら
の
方
々
の
想
い
や
遺
志
な
ど
も
大

切
に
し
な
が
ら
、
継
続
を
力
に
こ
れ
か
ら

も
防
災
・
減
災
活
動
を
前
進
さ
せ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。 

 

広
報
担
当 

谷
口 

榮
子 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    

「クイズで防災・減災」 

「帯広まちなか歩行者天国」オビヒロホコテン ＜３年ぶりの開催＞ 

事務局 十勝総合振興局地域創生部地域政策課 ☏（0155）26-9023 係長 篠村 雅志 

【とかち防災マスターネットワークの活動】 

https://www.tokachi.pref.hokkaido.lg.jp/ts/tss/chisei/bousai-top/tokachibousaimasutar.html 

 

男女共同参画災害対応 

ワークショップ 

 

 

帯広市 

地域防災訓練 

 

十勝管内女性消防団員研修会 

活動点描 

 



 

 故
あ
っ
て
４９
歳
の
と
き
ふ
る
さ
と
帯
広
に
Ｕ
タ
ー
ン
。 

私
が
帯
広
に
戻
っ
た
時
、
こ
れ
で
こ
れ
ら
の
災
害
の
脅
威
か
ら

よ
う
や
く
開
放
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
？
ホ
ッ
と
し
た
の
は
事
実
で

す
。 で

も
す
ぐ
に
ハ
ッ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
帰
郷
後
の

元
消
防
長
の
防
災
講
話
で
し
た
。 

そ
う
で
す
。
東
京
で
は
あ
り
え
な
い
マ
イ
ナ
ス
20
度
厳
寒
期

の
災
害
で
す
。 

帯
広
で
１
・
２
月
氷
点
下
20
度
の
早
朝
に
大
地
震
が
来
た

ら
？
瓦
礫
に
埋
ま
っ
た
ら
凍
傷
ど
こ
ろ
か
命
が
危
な
い
。 

そ
の
講
話
を
聴
い
た
と
き
帯
広
十
勝
は
安
心
安
全
だ
の
意
識

が
吹
っ
飛
び
、
そ
れ
以
来
安
心
安
全
は
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と

し
、
防
災
を
一
つ
の
柱
と
致
し
、
私
は
早
速
防
災
士
を
取
得
し
北

海
道
防
災
マ
ス
タ
ー
に
も
登
録
致
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
阪
神
、
東
日
本
大
震
災
が
相
次
い
で
起
き
、
各
地
で

台
風
被
災
、
氾
濫
、
北
海
道
で
も
胆
振
地
震
、
暴
風
雨
雪
に
よ
る

生
活
の
混
乱
、
被
災
が
あ
り
ま
し
た
。 

我
が
帯
広
十
勝
の
災
害
危
機
対
策
は
今
迄
は
10
年
毎
と
い

わ
れ
る
十
勝
沖
地
震
を
主
と
し
た
地
震
対
策
で
し
た
。 

が
、
今
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
胆
振
地
震
時
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
、
３
年
前
の
い
つ
も
は
反
れ
る
と
油
断
？
し
て
い
た
重
複
台
風 

特
別
寄
稿 

「災
害
を
考
え
る
」  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

帯
広
十
勝
は
安
心
・安
全
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

代
表 

 

大 

塚 
 

徹 

 

私
は
18
歳
大
学
受
験
時
、
当
時
の
準
急
で
40

時
間
ほ
ど
か

け
上
京
。 

修
学
旅
行
以
来
の
花
の
都
東
京
の
車
窓
か
ら
の
印
象
は
乱
立

し
た
高
層
団
地
か
ら
ベ
ラ
ン
ダ
に
干
し
た
洗
濯
物
、
こ
れ
ら
の

細
々
と
し
た
景
色
、
汚
れ
た
空
を
見
て
絶
対
東
京
に
は
住
み
た

く
な
い
と
決
意
し
た
。
全
く
の
詰
襟
学
生
服
に
校
章
帽
子
を
か

ぶ
っ
た
田
舎
の
高
校
生
で
し
た
。 

無
事
大
学
に
合
格
し
、
か
の
神
田
川
を
望
み
な
が
ら
通
学
。 

ま
さ
か
絶
対
東
京
は
嫌
だ
。
そ
の
私
が
そ
の
ま
ま
東
京
で
結

婚
し
子
供
二
人
を
も
う
け
て
３０

年
も
定
住
す
る
と
は
夢
に
も

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

花
の
東
京
は
空
気
の
悪
さ
、
満
員
電
車
通
勤
の
苦
し
さ
、
住

宅
状
況
の
悪
さ
を
除
け
ば
住
ん
で
み
る
と
確
か
に
人
が
集
ま
る

魅
力
に
取
り
つ
か
れ
ま
す
。
全
国
の
グ
ル
メ
、
文
化
、
遊
園
地
等

の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
、
有
名
大
学
等
の
学
究
機
関
、
そ
れ
に
医

療
機
関
の
充
実
（実
際
私
の
住
ん
で
い
る
所
に
は
徒
歩
十
数
分 

                

の
河
川
敷
浸
水
被
災
、
大
雪
な
ど
こ
こ
帯
広
十
勝
で
は
地
震
の

警
戒
ば
か
り
で
は
な
く
、
今
ま
で
は
あ
ま
り
警
戒
心
の
な
か
っ
た

全
国
的
災
害
も
意
識
し
な
け
れ
ば
な
く
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
今
は
災
害
と
言
っ
て
い
い
未
曾
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
で
す
。 

災
害
は
も
う
ま
さ
か
の
坂
で
は
な
い
。
誰
し
も
今
自
分
・家
族

に
降
り
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
事
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
自
然
災
害
に
人
類
は
す
べ
て
を
防
ぐ
こ
と
は
皆
無

で
す
。
防
災
意
識
の
向
上
に
よ
り
自
分
自
身
・
家
族
の
減
災
に
努

め
る
他
あ
り
ま
せ
ん
。 

一
か
じ
り
で
も
知
っ
て
い
た
防
災
知
識
が
命
を
助
け
る
事
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

私
も
微
力
な
が
ら
十
勝
帯
広
型
災
害
の
防
災
意
識
を
高
め

大
切
な
家
族
・住
民
を
守
る
た
め
、
北
海
道
と
か
ち
地
域
防
災
マ

ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
と
し
て
、
今
一
層
住
民
の
防
災
意
識

向
上
、
減
災
に
努
め
る
毎
日
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

                     
    

 

 

で
大
学
医
学
部
病
院
）。 

高
速
道
路
、
新
幹
線
、
Ｊ
Ｒ
で
国
内
ど
こ
で
も
直
行
、
飛
行
機

で
も
国
内
、
海
外
直
行
と
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
は
抜
群
で
何
不
自

由
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

お
金
が
あ
り
若
さ
が
あ
れ
ば
こ
ん
な
大
都
会
は
や
は
り
魅
力

で
す
。 

こ
ん
な
に
何
で
も
魅
力
的
な
東
京
で
も
、
最
大
の
心
配
事
。 

そ
れ
は
関
東
大
震
災
の
よ
う
に
や
は
り
大
震
災
に
襲
わ
れ
た

時
で
す
。 

い
つ
高
層
ビ
ル
か
ら
落
下
物
が
、
地
下
鉄
で
火
災
、
テ
ロ
が
起

き
た
ら
（
実
際
私
が
地
下
鉄
に
乗
っ
て
い
た
そ
の
時
に
サ
リ
ン
事

件
が
起
き
ま
し
た
）
。
台
風
に
お
け
る
浸
水
、
今
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
な
ど
過
密
都
市
な
ら
で
は
の
恐
怖
で
す
。 

で
も
や
は
り
一
番
は
過
去
の
関
東
大
震
災
で
も
見
る
大
地
震

の
脅
威
。 

元
来
心
配
性
の
私
は
こ
の
過
密
都
市
で
満
足
な
生
活
を
送
り

な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
の
災
害
の
脅
威
を
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
し

た
。 住

ま
い
は
１１
階
の
団
地
、
地
下
鉄
で
通
勤
、
通
勤
先
は
永
田

町
、
何
処
を
と
っ
て
も
何
ら
か
の
災
害
が
あ
れ
ば
、
逃
げ
場
も
な

い
自
分
・家
族
の
命
も
危
な
い
過
密
都
市
環
境
で
す
。 


